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１
．
ク
ラ
ウ
ド
が

業
界
の
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
に

　
保
険
会
社
の
多
く
が
こ
れ

ま
で
ク
ラ
ウ
ド
導
入
に
二
の

足
を
踏
ん
で
き
た
一
方
、
業

界
の
Ｃ
Ｉ
Ｏ
な
ど
Ｉ
Ｔ
分
野

の
専
門
家
た
ち
は
ク
ラ
ウ
ド

ベ
ー
ス
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
推
奨
し
て
き
た
。
ソ
ラ
ー

ズ
が
２
０
２
１
年
に
日
本
、

英
国
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン

ス
、
米
国
の
保
険
会
社
に
対

し
て
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
に
よ
る
と
、
各
市
場
ト

ッ
プ
10
の
保
険
会
社
の
う
ち

８
社
が
、
30
年
ま
で
に
ク
ラ

ウ
ド
移
行
し
て
い
る
だ
ろ
う

と
予
測
し
た
。
ク
ラ
ウ
ド
導

入
を
阻
む
要
因
と
し
て
は
、

導
入
コ
ス
ト
と
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
の
問
題
が
上
位
を
占

め
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

　
22
年
３
月
に
実
施
さ
れ
た

同
様
の
調
査
で
は
、
ク
ラ
ウ

ド
利
用
の
促
進
に
は
経
営
層

の
意
識
改
革
が
非
常
に
大
き

な
鍵
と
な
る
こ
と
が
示
さ
れ

て
い
る
。
ク
ラ
ウ
ド
に
対
す

る
信
頼
が
高
ま
る
に
つ
れ
、

保
険
業
界
で
の
ク
ラ
ウ
ド
導

入
が
よ
り
一
般
的
に
な
っ
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

す
で
に
他
の
業
界
で
普
及
し

て
い
る
よ
う
に
、
保
険
業
界

に
お
い
て
も
デ
ジ
タ
ル
変
革

の
動
き
が
活
発
に
な
る
に
伴

い
、
ク
ラ
ウ
ド
が
標
準
的
な

ツ
ー
ル
に
な
る
と
思
わ
れ

る
。２

．
ク
ラ
ウ
ド
事
業

者
間
の
競
争
が
激
化

　
ク
ラ
ウ
ド
市
場
で
は
「
Ａ

Ｗ
Ｓ
」
と
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
　
Ａ
ｚ

ｕ
ｒ
ｅ
」
が
市

場
を
独
占
し
て

い
た
。
最
近
で

は
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
が
市
場
参

入
し
、
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
再
保
険

や
ア
リ
ア
ン
ツ
の
サ
イ
バ
ー

保
険
、
高
度
な
技
術
を
要
す

る
人
工
知
能
（
以
下
、
Ａ

Ｉ
）
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
、
新
た
な
付
加
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
開
始
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
大
企
業
に
よ
る

寡
占
状
態
の
中
で
も
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
は
日
々
加
速
し
て

お
り
、
既
存
ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ

バ
イ
ダ
ー
間
の
競
争
の
激

化
、
サ
ー
ビ
ス
へ
の
シ
フ

ト
、
Ａ
Ｉ
や
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
活
用

な
ど
、
よ
り
優
れ
た
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
が
次
々
に
導
入
さ

れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。

　
各
国
レ
ベ
ル
で
は
、
大
手

企
業
の
市
場
寡
占
に
対
す
る

対
策
が
各
国
で
行
わ
れ
、
新

興
企
業
が
増
加
す
る
動
き
も

見
ら
れ
る
。
高
ま
る
ク
ラ
ウ

ド
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、

積
極
的
な
投
資
が
各
国
・
地

域
で
行
わ
れ
て
い
る
。
例
え

ば
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
Ｏ
Ｖ

Ｈ
ク
ラ
ウ
ド
」
、
ド
イ
ツ
で

は
「
Ｔ
ｅ
ｌ
ｅ
ｃ
ｏ
ｍ
」

「
Ｉ
ｏ
ｎ
ｏ
ｓ
」
「
Ｓ
ｔ
ａ

ｃ
ｋ
ｉ
」
と
い
っ
た
企
業
が

代
表
的
だ
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ら
地
域
に

根
差
し
た
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー

は
、
大
手
３
社
が
提
供
可
能

な
技
術
レ
ベ
ル
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
レ
ベ
ル
に
は
い
ま
だ
及

ば
な
い
。
大
手
ク
ラ
ウ
ド
企

業
は
、
非
常
に
高
い
レ
ベ
ル

の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
と
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
認
証
を
提
供
し

て
お
り
、
ロ
ー
カ
ル
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
よ
り
も
規
制
に
関
し

て
顧
客
サ
ポ
ー
ト
に
優
れ
て

い
る
。
今
後
は
、
こ
う
し
た

「
先
進
的
」
な
ク
ラ
ウ
ド
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
の
市
場
支
配
が

継
続
す
る
中
で
、
ロ
ー
カ
ル

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は
ベ
ー
シ
ッ

ク
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提

供
す
る
に
と
ど
ま
る
と
予
想

さ
れ
る
。

３
．
高
ま
る
マ
ル
チ

ク
ラ
ウ
ド
の
需
要

　
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
市

場
が
成
熟
す
る
に
つ
れ
、
多

く
の
保
険
会
社
が
マ
ル
チ
ク

ラ
ウ
ド
を
選
択
す
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。
マ
ル
チ
ク
ラ

ウ
ド
に
よ
り
保
険
会
社
は
２

社
以
上
の
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
サ

ー
ビ
ス
の
並
行
利
用
が
可
能

と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ

ウ
ド
環
境
の
長
所
を
活
用
で

き
る
。

　
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
が
好
ま

れ
る
理
由
は
二
つ
あ
る
。
一

つ
は
、
規
制
対
応
の
た
め
の

出
口
戦
略
が
求
め
ら
れ
る
こ

と
。
保
険
会
社
や
そ
の
他
の

金
融
機
関
は
、
必
要
に
応
じ

て
自
社
の
Ｉ
Ｔ
を
ク
ラ
ウ
ド

プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
か
ら
別
の
プ

ロ
バ
イ
ダ
ー
や
自
社
の
デ
ー

タ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
さ
せ
る

準
備
を
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
か
ら
だ
。

　
二
つ
目
の
重
要
な
ポ
イ
ン

ト
は
、
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
戦

略
に
よ
っ
て
向
上
す
る
ス
ピ

ー
ド
だ
。
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド

で
あ
れ
ば
、
既
存
の
プ
ロ
バ

イ
ダ
ー
に
よ
る
価
格
方
針
の

変
更
や
サ
ー
ビ
ス
範
囲
と
市

場
ニ
ー
ズ
と
の
乖
離
（
か
い

り
）
な
ど
が
生
じ
た
際
は
、

他
の
ク
ラ
ウ
ド
に
切
り
替
え

る
こ
と
で
、
柔
軟
に
変
化
へ

の
対
応
が
可
能
と
な
る
。
し

た
が
っ
て
、
マ
ル
チ
ク
ラ
ウ

ド
を
促
進
す
る
技
術
的
な
ツ

ー
ル
が
よ
り
一
般
的
に
な
っ

て
い
く
と
予
想
さ
れ
る
。

４
．
ク
ラ
ウ
ド
の

ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク

イ
ン
が
減
少

　
ク
ラ
ウ
ド
利
用
が
増
え
る

に
つ
れ
、
保
険
会
社
は
ベ
ン

ダ
ー
ロ
ッ
ク
イ
ン
が
発
生
す

る
よ
う
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
避
け
る
よ
う
に
な
る
。
ク

ラ
ウ
ド
の
ベ
ン
ダ
ー
ロ
ッ
ク

イ
ン
を
回
避
す
る
た
め
の
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
や
技
術
が
数

多
く
開
発
さ
れ
て
い
る
現

在
、
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
に

踏
み
切
る
企
業
も
増
え
て
い

る
。
Ｉ
ａ
Ｃ
（
イ
ン
フ
ラ
ス

ト
ラ
ク
チ
ャ
ー
・
ア
ズ
・
ア

・
コ
ー
ド
）
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
や
ク
ラ
ウ
ド
で
利
用
可
能

な
ク
ラ
ウ
ド
ア
グ
ノ
ス
テ
ィ

ッ
ク
な
（
「
ク
ラ
ウ
ド
に
依

存
し
な
い
」
の
意
味
）
サ
ー

ビ
ス
は
、
よ
り
手
軽
で
ベ
ン

ダ
ー
ロ
ッ
ク
を
生
じ
な
い
効

率
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
、
ク
ラ
ウ
ド
で
構
築
す
る

幅
広
い
可
能
性
を
秘
め
て
い

る
。５

．
ク
ラ
ウ
ド
規
制

が
実
用
主
義
へ
移
行

　
欧
州
保
険
・
年
金
監
督
局

（
Ｅ
Ｉ
Ｏ
Ｐ
Ａ
）
は
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
戦
略
の
一
環
と

し
て
、
保
険
業
界
の
共
通
Ａ

Ｐ
Ｉ
（
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
・
イ
ン

タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
を
作
成
す

る
「
オ
ー
プ
ン
・
イ
ン
シ
ュ

ア
ラ
ン
ス
」
計
画
を
立
ち
上

げ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
ク
ラ

ウ
ド
規
制
の
方
針
が
予
防
か

ら
実
践
へ
と
重
点
が
置
か

れ
、
Ｅ
Ｕ
全
域
で
の
デ
ジ
タ

ル
化
の
促
進
が
図
ら
れ
る
。

　
ド
イ
ツ
政
府
も
ク
ラ
ウ
ド

の
利
活
用
の
強
化
に
前
向
き

な
姿
勢
を
見
せ
、
「
Ｂ
ｉ
Ｐ

Ｒ
О 

ｅ
．
Ｖ
．
」
や
「
Ｆ

Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ａ
ｅ
．
Ｖ
．
」
な

ど
、
標
準
化
さ
れ
た
イ
ン
タ

ー
フ
ェ
ー
ス
に
よ
る
デ
ー
タ

交
換
の
初
期
ア
プ
ロ
ー
チ
が

す
で
に
確
認
さ
れ
て
い
る
。

英
国
で
は
ク
ラ
ウ
ド
が
デ
ジ

タ
ル
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

一
環
か
つ
市
場
誘
致
の
重
要

な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
見
な
さ
れ

て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、

「
Ｍ
Ａ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
」
「
Ｂ
Ｎ
Ｐ

パ
リ
バ
」
「
Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｆ
」

「
Ｇ
ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ａ
ｌ
ｉ
」
、

あ
る
い
は
ア
グ
リ
ゲ
ー
タ
ー

の
「
Ｌ
ｅ
ｓ
　
Ｆ
ｕ
ｒ
ｅ
ｔ

ｓ
」
な
ど
、
主
要
な
保
険
会

社
で
は
す
で
に

ク
ラ
ウ
ド
導

入
、
あ
る
い
は

利
用
開
始
に
向

け
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ

て
い
る
。
金
融
庁
を
は
じ
め

政
府
と
業
界
が
一
体
と
な

り
、
規
制
整
備
を
始
め
ク
ラ

ウ
ド
利
用
拡
大
に
向
け
た
施

策
を
展
開
す
る
方
針
だ
。

　
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
の
発
展
を
刺
激
す
る
と

と
も
に
、
現
代
の
行
政
の
形

成
に
関
連
す
る
プ
ロ
セ
ス
を

最
適
化
す
る
た
め
の
技
術
的

な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
る
目
的
で
、
「
Ｐ
Ｋ

Ｏ
　
Ｂ
ａ
ｎ
ｋ
　
Ｐ
ｏ
ｌ
ｓ

ｋ
ｉ
」
と
「
Ｐ
ｏ
ｌ
ｉ
ｓ
ｈ

　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ

ｔ
　
Ｆ
ｕ
ｎ
ｄ
」
の
共
同
イ

ニ
シ
ア
チ
ブ
に
よ
る
「
Ｃ
ｈ

ｍ
ｕ
ｒ
ａ
　
Ｋ
ｒ
ａ
ｊ
ｏ
ｗ

ａ
」
が
２
０
１
８
年
に
設
立

さ
れ
た
。
「
Ｍ
ｉ
ｃ
ｒ
ｏ
ｓ

ｏ
ｆ
ｔ
　
Ａ
ｚ
ｕ
ｒ
ｅ
」

「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ
　
Ｃ
ｌ
ｏ

ｕ
ｄ
」
や
独
自
の
ク
ラ
ウ
ド

イ
ン
フ
ラ
を
組
み
合
わ
せ
た

マ
ル
チ
ク
ラ
ウ
ド
戦
略
を
推

進
し
て
い
る
。

６
．
Ａ
Ｉ
に
よ
る

業
務
の
自
動
化
が

ク
ラ
ウ
ド
移
行
時

の
重
要
な
目
標
に

　
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
ま
す
ま
す

浸
透
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

で
サ
ー
ビ
ス
の
改
善
や
新
サ

ー
ビ
ス
開
発
の
迅
速
化
に
生

か
さ
れ
て
い
る
。
保
険
業
界

に
お
い
て
も
、
Ａ
Ｉ
を
用
い

た
引
受
お
よ
び
保
険
金
支
払

業
務
の
自
動
化
や
高
速
化
、

さ
ら
に
は
損
害
予
防
の
領
域

に
ま
で
多
く
の
活
用
例
が
見

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し

か
し
一
方
で
、
保
険
会
社
は

レ
ガ
シ
ー
化
し
た
旧
態
依
然

の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
を
理
由

に
、
利
用
可
能
な
Ａ
Ｉ
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
消
極

的
な
傾
向
が
い
ま
だ
見
受
け

ら
れ
る
。

　
ソ
ラ
ー
ズ
の
調
査
で
は
、

30
年
ま
で
に
保
険
会
社
に
と

っ
て
最
も
重
要
な
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
と
し
て
、
Ｒ
Ｐ
Ａ
に
よ

る
プ
ロ
セ
ス
自
動
化
や
Ａ
Ｉ

と
並
ん
で
、
ク
ラ
ウ
ド
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。
多
く
の
場

合
、
ク
ラ
ウ
ド
利
用
は
Ａ
Ｉ

導
入
の
前
提
条
件
と
な
る
。

ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は

最
も
先
進
的
で
成
熟
し
た
Ａ

Ｉ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供

し
て
お
り
、
常
に
開
発
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
野

で
自
社
ツ
ー
ル
を
開
発
す
る

こ
と
は
、
リ
ス
ク
の
高
い
巨

大
な
投
資
に
な
る
。
し
た
が

っ
て
、
Ａ
Ｉ
ベ
ー
ス
の
ソ
リ

ュ
ー
シ
ョ
ン
導
入
を
目
的
と

し
た
ク
ラ
ウ
ド
へ
の
移
行
が

広
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

７
． 

サ
イ
バ
ー
脅

威
の
増
大
が
ク
ラ

ウ
ド
化
の
流
れ
を

後
押
し

　
サ
イ
バ
ー
脅
威
は
、
保
険

業
界
に
お
い
て
も
深
刻
な
問

題
で
あ
る
の
は
明
白
で
あ

る
。
増
加
す
る
サ
イ
バ
ー
攻

撃
に
備
え
た
保
険
も
多
く
登

場
し
て
い
る
。
同
時
に
、
保

険
会
社
の
Ｉ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
自

体
も
サ
イ
バ
ー
攻
撃
の
脅
威

に
晒
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
の
解
決
策
の
一
つ
に
、

ク
ラ
ウ
ド
導
入
が
挙
げ
ら
れ

る
。
理
論
的
に
は
、
ク
ラ
ウ

ド
は
サ
イ
バ
ー
脅
威
に
対
し

て
脆
弱
（
ぜ
い
じ
ゃ
く
）
で

あ
る
と
み
ら
れ
て
い
る
が
、

ク
ラ
ウ
ド
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
は

規
模
の
経
済
を
最
大
限
に
活

用
し
、
個
々
の
企
業
が
オ
ン

プ
レ
ミ
ス
環
境
で
行
う
よ
り

も
は
る
か
に
多
く
の
サ
イ
バ

ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
へ
の
投
資

が
可
能
な
た
め
、
実
際
に
は

よ
り
優
れ
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

を
低
価
格
で
提
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
そ
し
て
保
険
会

社
は
、
暗
号
化
そ
の
他
の
デ

ー
タ
保
護
ツ
ー
ル
を
最
大
限

に
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
ク
ラ
ウ
ド
は
業
界
の

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の

向
上
に
大
き
く
貢
献
す
る
と

予
想
さ
れ
る
。

　
金
融
機
関
・
保
険
会
社
向
け
ビ
ジ
ネ
ス
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
と
シ
ス
テ
ム

導
入
を
専
門
と
す
る
ソ
ラ
ー
ズ
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
本
社
：
ポ
ー
ラ

ン
ド
・
ワ
ル
シ
ャ
ワ
）
の
ク
ラ
ウ
ド
チ
ー
ム
統
括
を
務
め
る
ド
ミ
ニ
ク
・

カ
ミ
ン
ス
キ
ー
氏
は
、
各
国
保
険
業
界
の
経
営
層
を
対
象
に
実
施
し
た
調

査
結
果
を
基
に
、
保
険
業
界
に
お
け
る
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
つ
い
て
今
後
10

年
の
動
き
を
次
の
よ
う
に
予
測
す
る
。

導
入
コ
ス
ト
や
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
が
課
題

カミンスキー氏

保
険
業
界
の
ク
ラ
ウ
ド
利
用
に
関
す
る
７
つ
の
予
測

強
ま
る
ク
ラ
ウ
ド
の
重
要
性

ソラーズ・コンサルティング


